
令和３年度 交通信号工事士 学科試験解答 
 

問１ 答え④ 交通信号工事施工ハンドブックＰ１２６参照 

「道路において工事若しくは作業をしようとする者又は当該工事若しくは作業の

請負人」 

 

問２ 答え② 交通信号工事設計ハンドブック資料１－２参照 

信号の種類が黄色の灯火のとき、歩行者は道路の横断を始めてはならない。 

 

問３ 答え② 交通信号工事施工ハンドブックＰ２１参照 

クレーン等安全規則第２１５条【不適格なワイヤロープの使用禁止】 

直径の減少が公称径の７パーセントをこえるもの 

 

問４ 答え① 交通信号工事施工ハンドブックＰ３２参照 

① 複式シャベル 
 

問５ 答え⑤ 交通信号工事施工ハンドブックＰ３０参照 

⑤ 舗装ハンドカッター 
 

問６ 答え⑤ 交通信号工事施工ハンドブックＰ６１参照 

⑤ 巻付けグリップ 
 

問７ 答え⑤ 交通信号工事施工ハンドブックＰ３８参照 

【参考】スパイラルは製造方法の分類 

 
問８ 答え④ 交通信号工事施工ハンドブックＰ６６参照 

 ④ ターンバックル 

 
問９ 答え④ 交通信号施設保守点検ハンドブックＰ７０参照 

保安動作に移行する仕様である。 

 

問１０ 答え④ 交通信号施設保守点検ハンドブックＰ７６参照 

送受器が断線したとき、感知信号は「有」で出力する仕様である。 

 

 

 



問１１ 答え③ 交通信号工事施工ハンドブックＰ１２８参照 

 
問１２ 答え① 交通信号工事施工ハンドブックＰ３４参照 

必要最小限の範囲とする。 

 
問１３ 答え④ 交通信号工事施工ハンドブックＰ６０参照 

管路に屈曲のある場合は、屈曲点に近い側のハンドホールから引入れる。 
 

問１４ 答え④ 交通信号工事施工ハンドブックＰ３６参照 

２ｍ以上の掘削の場合は、作業主任者の指揮で山留作業を行う。 

 
問１５ 答え④ 交通信号工事施工ハンドブックＰ７１参照 

 
問１６ 答え② 交通信号工事施工ハンドブックＰ６１参照 

 自己支持ケーブルの場合は、１０ｍに１回の割合で撚回する。 

 
問１７ 答え② 交通信号工事施工ハンドブックＰ４０参照 

練混ぜから打込み終了までの時間の制限がある。 

 

問１８ 答え④ 交通信号工事施工ハンドブックＰ１９参照 

 乗車席以外に作業員を乗せてはいけない。 

 

問１９ 答え④ 交通信号工事施工ハンドブックＰ１１参照 

 作業後に塵埃物への散水を実施する。 

 

問２０ 答え④ 交通信号工事設計ハンドブックＰ１５参照 

Ａ (P×2)+(V×1)+(A×1)+(Common×2)=10 

 Ｂ (P×2)+(V×2)+(A×2)+(Common×2)=14 

 Ｃ (P×1)+(V×1)+(A×1)+(Common×2)=8 



問２１ 答え③ 交通信号工事施工ハンドブックＰ６参照 

安全警備員を含めて実施 

 

問２２ 答え① 交通信号工事施工ハンドブックＰ９参照 

環ひもの調整は禁止 

 
問２３ 答え③ 交通信号工事施工ハンドブックＰ２３参照 

作業者は特殊健康診断を受診しているか。 

 
問２４ 答え② 交通信号工事施工ハンドブックＰ８４参照 

出来形の均一性を保つための管理でもある。 

 

問２５ 答え⑤ 交通信号工事施工ハンドブックＰ１１１参照 

遠隔動作は手動動作よりも優先順位が低い。 


